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前回の会議の振り返り
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令和５年８月１０日

第２回三沢市中小企業振興会議



各委員からの発言内容
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◎これまでの会議の中でも出てきていた奨学金のサポート事業だが、県が展開して
いる事業で「あおもり若者定着奨学金返還支援制度」というものがある。
就業３年目と６年目の２回に分けて事業所と県が半分ずつ負担するという内容で
ある。知っている方もいるかとは思うが紹介まで。
◎事業承継について意外と関心が薄い。まさに直面している人だけ。昨年度開催さ
れた商工会のセミナーには５事業所だけしか参加していないような実態である。
承継者がいないから事業所が無くなるということを極力避け、地元活性のために
存続させるということが目的なので、できることならば、地元の方がというのは
ある意味理想なのだろうが、ただ現実的には資本力というのが当然関わってくる
ので、どうしても地元事業者でない方が承継するというのも前向きに検討してい
かなければならないと思う。

月舘委員
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各委員からの発言内容

◎三沢のために何かを学び持って帰ってくることを前提に県外に出す方法があれば良
い。志を高く持った人が県外へ出て行くことを補助する仕組みがあったら良い。
小さい頃から、これから三沢はよい街になるということを教えていくことが出来れ
ば、志を高く持った人が、県外に出て戻ってきたときに、新しいことを始められる
と思う。

久保委員
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各委員からの発言内容

◎地域の再生事業、区画事業を行政が中心となってやってきているが、再生事業と
いうのは中小企業者もできるようなことだと思う。アイディアをどんどん出せる
ような環境、行政と一緒になって発信できるような協議できる場があればいい。
スカイプラザを作るときに、大手のコンサルタントを連れてきて大失敗したとい
うこともあるので地域のことは地域の人が一生懸命考え、若い人たちの意見を取
り入れて再生していくべきである。そうするとUIJターンというふうに人が集まっ
てくる。
◎人材育成についても、事業目的や事業計画がしっかりしていないと育成事業はで
きない。地域再生を考えていくという概念を持って、事業目的をしっかり立て進
めていかなければいけない。
◎地域再生、商店街復活は、行政と地域の中小企業者の思い切ったアイディアとき
っかけがなければ進んでいかない。一方通行は対面通行となり、表側が使えない
ので裏側を利用するなど、今は色んなツールがあるので、仮想でも夢のあるよう
な地域を作ることは可能だと思う。

附田委員



◎求人情報の発信も大事だが、首都圏に比べると条件が悪い。三沢にはいい中小企
業が沢山あるので、企業のいいところを発信できるような取組も一緒に進めてい
きたい。
◎情報発信というところで、企業情報についてもIT環境での発信をしていくべきであ
る。求人についてもインターネットで申し込みができるが、中小企業の方が紙で
ないと無理だと未だに言っている。インターネットを活用した募集活動や支援が
できれば、より広域での地域間の連携ができてくると思うので、そういった取り
組もプラスしてもいいと思う。

中嶋委員

◎学生あるいは中途採用で入りたい方にしっかりと企業の魅せ方を出していくとい
う部分と今の働き方やスピード感等に合わせて企業側の内側を整えるという部分、
この両輪の施策がすごく大事である。なので、働き方改革や職場環境、IT化とい
うところによってくるかもしれないが、ここは必ず両輪で進めていくべき部分で
あると感じている。
◎人材育成は、研修に出せば良いのではなく、戻ったときにいかにアウトプットさ
せるかが大事である。個々の会社側の受け入れ側の問題もあるので、経営者、管
理職の方々には、しっかり理解していただきたい。人材育成については、下（従
業員）からのアプローチと上（管理職）からのアプローチ、両輪で進めていただ
きたいと個人的には考えている。あとは、若者はSNSをしっかり見ているので、若
者の目線、若者の視点で、絶え間なく情報発信を続けていくことが大事だと思う。

鹿目委員
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各委員からの発言内容



◎ふるさと兼業の仕組みを使って、三沢市の企業や団体の仕事を副業の一環としてや
ってもらうのはどうか？地元の企業と物理的な距離はあるが、心は近い状態にして
あげられるような仕組みがあると将来的にUIJターンの促進に繋がるのではないかと
思う。

各委員からの発言内容

保坂委員
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◎奨学金は低金利の借金と同じなので、地元の企業と行政で補助してくれるとありが
たい。
◎UIJターンの補助金の条件が、東京圏に限っているのは何か理由があるのか？

佐藤委員


